
４ 実践報告１                               【令和２年度】 

 

実践校 高松市立香南中学校 

単元名 第１学年 球技「ゴール型（サッカー）」                       学習指導案 

 

１ 単元でめざす生徒の姿 

 ボールを止めたり、蹴ったり、運んだりするなどの基本技能を高めつつ、ボールを持っていないときやボール

を離した後に、自らスペースを見つけて走り込み、より多く得点をとるために自己やチームの課題を考え、その

解決策をチームで共有し実践することができる。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

（知識） 

○サッカーの特性や成

り立ち、技術の名称や

行い方、その運動に関

連して高まる体力など

を理解することができ

る。 

（技能） 

○攻防を展開するた

めのボール操作と、ボ

ールを持たない人が

空いたスペースに走

り込む動きや角度を

つけてもらう動きが

できる。 

○自己やチームの課題を発見し、合

理的な解決に向けて運動の取り組

み方を考えることができる。 

○自己やチームの課題について、そ

の改善策をなかまにわかりやすく

伝えることができる。 

○サッカーのルールやマナーを守

り、積極的に練習やゲームに取り組

むことができる。 

○作戦などの話し合い活動に積極

的に参加することができる。 

○個々の技能や体力に応じたプレ

イを認め、なかまの学習を援助する

ことができる。 

 

３ 単元について 

(1) 単元の考察 

 ゴール型とは、ドリブルやパスなどのボール操作で相手コートに侵入し、シュートを放ち、一定時間内に相手チ

ームより多くの得点を競い合うゲームである。本単元で扱うサッカーは、一人ひとりの技能を発揮しつつ、チーム

で連携して相手コートに侵入し、相手ゴールにシュートして得点をとったり、チームで協力して相手のボールを奪

ったりするところに面白さがある。学習指導要領においては、第１学年及び第２学年のゴール型では、“ボール操

作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防を展開することができること”がねらいとされている。

また、国や性別を問わず、様々な人々に人気のあるスポーツとして多くの人に親しまれていることからも、子ども

たちが生涯を通じて楽しめるスポーツであると考える。 

 本単元ですべての生徒に味わわせたいゴール型の魅力や面白さは、「チーム全員で相手守備を突破し、得点を取

ること」と考える。そこで、単元を通して基本的なボール操作に関する技能を高めつつ、ゲームの中で得点を取る

ための連携したプレイを自分たちで考えさせて実践させたい。その学習プロセスを通して、空間を見つけて、その

空間に走り込んでパスを受けたり、シュートをしたりすることの意義について知識として理解し、ゲームの中で成

功体験を味わうことが大切である。また、本単元は、チームで協力しながら課題解決を行うことが求められるため、

個々の能力や体力差の違い等に関わらず、お互いを尊重し、協力し合う態度を育むことができる。 

(2) 生徒の実態 

本学級の生徒は、男子 16 名、女子 15 名、計 31 名で構成されている。穏やかで落ち着いた態度で、授業に取り

組む生徒が多い。事前に行った授業アンケートでは、｢運動や体を動かす事が好き｣と答えた生徒は 22人で、｢あま

り好きではない｣と答えた生徒は９人であった。また、｢球技をするのが好き｣と答えた生徒は 13 人で、｢あまり好

きではない｣と答えた生徒は 18人であった。 

小学校５年生で、４対４のミニバスケットボール、小学校６年生で、６対６のサッカーの授業を行っている。ミ

ニバスケットボールでは、効率よく得点を奪うために個やチームで意見を出し合いながらゲームを行った。しかし、

ゲームや話し合い活動で、技能の高い生徒が中心となって授業が展開されているので、運動が苦手な生徒は、ゴー

ル型の魅力や面白さを実感できていない。これまでの体育の授業では、新体力テストとダンス（ソーラン節）を一



学期に行った。コロナウイルス感染症対策の為、ゴール型における、個やグループでの技能の習得や、話し合い活

動の場が設定できなかった為、本単元のサッカーで、これらの学習活動を経験する生徒が多く在籍している。 

 

(3) すべての生徒に学びを実感させるために －“３つの対話”を踏まえた授業づくり－ 

① ゴール型の魅力や面白さを味わわせるために－教材との対話－ 

 すべての生徒が、夢中になって積極的にゲームに参加できることをめざして、次頁のようなゲームを行うことと

する。技能や体力等に関わらず、すべての生徒が、「たくさん点を取るために、どこにパスを出せばいいのか、ボ

ールを持たない人がどこに動けばいいのか」を夢中になって考える姿が見られることをめざした。 

項目 工夫点 設定の理由 

ル
ー
ル 

○攻撃側はスタートゾーンから、キックオフを行い、制限

時間内に何度でも攻撃ができる。ただし、得点した場合や

守備陣にクリアされた場合は、再びスタートゾーンから

のキックオフとなる。 

○守備側は相手ボールをタッチラインやスタートゾーン

方向にクリアする。 

●攻撃の仕方を考えることに生徒の思考が焦点化される

ため。また、失敗を恐れずチームが考えた作戦を何度も

繰り返しチャレンジできるため。 

 

※互いを尊重する態度や状況に応じた判断力を身につけ

させるため、セルフジャッジとする。 

得 

点 

○３つのゴールを設置する。 

 

 

○チーム全員が相手コートにいるときのみ得点となる。 

●中央に１ゴールのみ設置すると、ゴール前に守備陣が

集まり、シュートチャンスが生まれにくくなる。また、

ゴールを３つにすることで、攻撃の幅が広がるため。 

●全員攻撃を意識させることで、チームに一体感を生

み、ゲーム後の話し合い活動が活発になるため。 

チ
ー
ム 

○男女混合チームで行う。 

○男女４～５名の６チームで行う。 

●男女混合チームで行うことにより、相手に応じた技術

選択も効果的な攻撃に必要な要素であることや、生涯に

わたってスポーツを親しむ態度を学ぶことができる。 

攻 

撃 

○ドリブルなし。パスのみでボールを運ぶ。 

 

 

○インステップキック禁止。 

 

 

○ゴールエリアに入ることはできない。 

●一人で突破できないので、生徒の思考を「ボールをもた

ない時の動き」に焦点化することができる。また、ドリブ

ルがないことで視野が広がる。 

●遠い距離からのシュートを多用したりすると、シュー

トを打つことのみに意識が向かい、エキサイティングな

ゲームが展開されないので禁止した。 

●至近距離からのシュートは、恐怖心を与えるだけでな

く、怪我の防止の面からも禁止した。 

守 

備 
○身体接触をともなう守備は禁止。 

○ゴールキーパーは、ゴールエリア内のみ動くことがで

きる。 

○ディフェンスは、ゴールエリア内に入ることができな

い。 

●活動に没頭するには、安全が保証されていることも重

要である。身体接触をともなう守備を禁止したり、保持し

ているボールを奪ったりするなどを禁止することで、パ

スコースを予測したり、パスを受ける相手への守備に意

識が向くことをねらう。 

 

② 自己の課題や成長と向き合わせるために －自己との対話－ 

 課題に向き合わせたり、成長に気づかせたりするために、自己としっかりと向き合う場を保障する。また、ワー

ス
タ
ー
ト
ゾ
ー
ン 

ゴ
ー
ル
エ
リ
ア 

ゴ
ー
ル
４
ｍ 

ゴ
ー
ル
４
ｍ 

ゴ
ー
ル
２
ｍ 

攻撃のみの１方向で行う 

○攻撃４名  ▲守備２名＋ＧＫ１名 

攻撃時間 １分 45秒 

 ・時間終了後、攻撃と守備を入れ替え 

フットサルボールを使用 

 ・ボールの弾みの軽減と恐怖心を和らげるため

やや空気を抜いて使用する 

ミニサッカーゴールを使用 

 ・ ネットを揺らす光景が生徒のモチベーショ

ン向上につながるため。 

コートはバスケットコートを使用 

GK 

DF 

DF 

OF 

OF 

OF 

OF 



クシートを工夫して、学んだことや自己の考えが明確になるようにし、学習による変容を確認しやすくする。 

 そこで、単元を通して１枚のワークシートを使用し、毎時間の学びを記入できるようにする。また、単元前の既

有の知識や考えを書かせ、単元後に同様の内容を書かせる。ここで問うことは、本単元で学ばせたいことである。

記入させることで、自己の考えの変容に気づかせたり、本単元で学ばせたいことへの意識づけにもなったりすると

考える。このワークシートを活用する上で、次の点に留意する。生徒が記入する量や記入に必要な時間を最小限に

すること。生徒が書いた内容に可能な限りコメントを書き、次の学習への意欲を高めたり、より深く考えるきっか

けとなるようにしたりする。また、生徒が書いた内容を、次時の学習課題へつなげるとともに、授業計画の見直し

を図ることができるようにする。 

③ 課題解決をめざすために －他者との対話－ 

 運動技能や体力、性別、これまでの経験等に関わらず、すべての生徒が対等に意見を言うことができる場をつく

ることが重要である。そのために、課題解決のため

の話し合い場面で、誰もが気づいたことを発言する

ことができる客観的な資料やデータを活用する。客

観的な資料やデータにより、チームの課題が視覚的

に分かりやすくなる。本単元では、右表のような資

料やデータを活用する。データで示されている数値

の変化と自分たちの動きの変化が関係しているこ

とから、教師も生徒も、「○○の数値を上げるため

には何が必要か？」「あのチームはなぜ○○の数値

が高いのか？」という疑問から、自分たちの課題に

気づいたり、理想の動きを考えたりすることができ

ると考える。 

 

４ 学習指導計画（全 10時間）                        

【単元を貫く問い】 

「どうすれば、チームでパスをつないで多く得点を取ることができるのか」 

回 １ ２・３ ４ ５ ６ ７ ８(本時) ９ 10 

学
習
課
題 

「ゴール型

って何？ 

サッカーっ

てどんなス

ポーツ？」 

「ボールコ

ントロール

を身につけ

よう」 

「試しのゲ

ームをしよ

う！」 

「効率よく

得点をとる

ためにどこ

からシュー

トをうつべ

きか」 

「パスをつ

なぐために

どこに動け

ば い い の

か」 

「パスをつ

なぐために

は何が大切

か」 

「パスをつ

ないで得点

を取るため

には何が大

切か」 

「より多く

得点をとる

ためのチー

ム課題は何

か」 

「クラスマ

ッチを開催

しよう！」 

学
習
過
程 

オリエン

テーショ

ン 

Ｗ－ｕｐ Ｗ－ｕｐ 

 ①ブラジル体操 ②ストレッチ ③ボールコントロールドリル 

クラス 

マッチ 
パス練習 

試しの 

ゲーム 

前時の振り返りと課題提示 

チームミーティング※他者との“対話” 

ゲーム 
チーム別 

練習 

ボール 

遊び 

チームミーティング※他者との“対話” 

ゲーム シュート 

ゲーム 
ゲーム 

まとめ 
まとめ 

 ①チームでの振り返り ②個人の振り返り※自己との“対話” 

単元の 

振り返り 

評 

価 

知･技 

態 
知･技 態 

思･判･表 

態 

知･技 

態 
思･判･表 

思･判･表 

態 

思･判･表 

態 

知･技 

態 

※知･技…「知識・技能」、思･判･表…「思考・判断・表現」、態…「主体的に学習に取り組む態度」の略 

【本単元で活用する資料やデータ】 

活用する資料等 内  容 

映像データ 

（タブレット） 

タブレット端末で自分たちの動きを撮影

し、ゲーム後すぐに視聴できるようにす

る。 

映像データ 

（上から） 

前時の動きを体育館２階から撮影したも

ので、空いているスペースを認識しやすく

する。 

攻撃データ 

攻撃回数、シュート数、得点を記録したも

の。各チームのシュート率、決定率が分か

るようにする。 

 



５ 本時について（8／10時間） 

(1) 本時の目標 

 ○ パスをつないで得点をとるために、自己やチームの課題を見つけ、課題解決の方法を考えることができる。 

 ○ 自己やチームの課題解決に向けて、なかまと協力してゲームや話し合いに参加することができる。 

(2) 準備物 

・フットサルボール ・タイマー ・タブレット端末 ・作戦板 ・攻撃データ資料 ・ワークシート 

(3) 学習指導過程        （○配慮事項 ●おおむね満足できると判断できる状況 ［ ］評価方法） 

学習内容及び学習活動 指導上の留意点及び評価 

１ 準備運動・ボールコントロールを行う。 

 ①ブラジル体操 

 ②ストレッチ 

 ③ボールコントロールドリル 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

 

３ パスをつないで得点を取るために、自分たちのチ

ームはどのようにすればよいか考える。 

(1) 前時の試合映像から自分たちの課題と課題解決の

方法を考える。 

 

 

(2) 今日のゲームで“心がけること”を考え、チーム

で共有する。 

 

 

 

４ ゲームを行う。 

(1) ゲーム①を行う。 

 ・２コート × ２試合 

 ・試合時間 １分 45秒 

 

 

(2) チームミーティングを行い、ゲーム②に向けて“心

がけること”を修正する。 

 

 

(3) ゲーム②を行う。 

 ・２コート × １試合 

 ・試合時間 １分 45秒 

 

５ 本時のまとめを行う。 

(1) まとめのチームミーティングを行う。 

・今日の試合の振り返りと次時に向けての課題を話

し合う。 

 

(2) 個人で振り返りワークシートに記入する。 

○ チームで元気よく行わせるために、リズム感のあ

る音楽を流す。 

○ ボールコントロールが苦手な生徒へ積極的にアド

バイスを行うとともに、チーム内でもアドバイスし

合いながら取り組むように促す。 

○ 前時の攻撃データと映像資料、生徒のワークシー

ト記述内容を活用し、シュートまでいけていない攻

撃が多くあることに着目させる。 

 

 

○ パスがつながって得点をとったシーンを集めた

「スーパープレイ集」をタブレット端末内に入れて

おき、各チームで視聴できるようにする。その際、前

時で学習したパスの“強さ”“コース”“タイミング”

（パスの三原則）に着目して視聴させる。 

○ 前時においてうまく攻撃が展開できていない試合

映像を各チームで視聴できるようにする。特にうま

く攻撃ができていないチームに関わり、パスの三原

則の視点で助言を行う。 

○ 今日のゲームでチームとして心がけることを話し

合うように促し、作戦板に記入させる。 

○ “心がけること”をやろうとしている生徒を積極

的に称賛し、チーム全体または学級全体の意識が高

まるようにする。 

主体的に学習に取り組む態度 

● なかまと協力してゲームや話し合いを行おうとし

ている。               ［観察］ 

○ どこに動けばいいか分からない生徒に対しては、

具体的にアドバイスを行う。 

○ “心がけること”ができたかどうか、それによって

攻撃データがどう変わったのかを踏まえて、話し合

いを行うように促す。 

○ 安全面に配慮するために、補助者をコート中央に

配置させる。 

○ 今日の攻撃データ、映像データを活用し、“心がけ

ること”ができたかどうかを確認するように促す。 

○ 本時の学習課題を再確認し、自分自身がうまくで

きたプレイ、うまくできなかったプレイから、パス

をつないで得点を取るために何が大切なのかを考え

させる。 

思考・判断・表現 

● チームでパスをつないで攻撃するために大切なこ

とを、自分の課題と関連付けて表現することができ

る。             ［ワークシート］ 

パスをつないで得点を取るためには何が大切か？ 



第１学年 球技「ゴール型（サッカー）」 学習指導計画（全 10時間） 

【単元を貫く問い】    どうすれば、チームでパスをつないで多く得点を取ることができるのか 

回 １ ２・３ ４ ５ ６ ７ ８（本時） ９ 10 

ねらい 

・サッカーの特性

や歴史、ルールを

知る。 

・ボールに慣れ

る。 

・パス、トラップ

の基本的な動き

を身につける。 

・チームで協力し

て取り組んだり、

自己の役割を果

たしたりするこ

とができる。 

・スペースをみつ

けることができ

る。 

・ゴールが開いて

いるときにシュ

ートをねらうこ

とができる。 

・スペースを見つ

けて動くことが

できる。 

・マナーを守った

り相手の検討を

認めたりしてフ

ェアなプレイを

守ろうとするこ

とができる。 

・パスがつながら

ない理由を見つ

け出すことがで

きる。 

・パスがつながら

ない理由を見つ

け出すことがで

きる。 

・話し合いに積極

的に参加するこ

とができる。 

・自己やチームの

課題を解決する

ための方法を考

える。 

・仲間の学習を援

助することがで

きる。 

・フェアなプレイ

を守ることがで

きる。 

・ゲームの中で、

空間に走りこむ

動きができる。 

指導内容 

・学習の仕方 
・授業の約束事 
・ゴール型の特性 

・サッカーの歴史 

・ウォーミングア
ップの行い方 
・インサイドキッ

クの行い方 

・ゲームの行い方 ・スペース 
・ボールを保持し
た時の技能選択 

・データの見方 

・動きながらのボ
ール操作 
・スペースへの動

き 
・相手を尊重する
態度 

・パスの三原則 
（コース、強さ、
タイミング） 

・パスを受けるた
めの動き 

・練習方法 
・チーム練習の取
り組み方 

・クラスマッチの
行い方 

学習過程 

オリエンテー

ション 

ボール遊び 

パス練習 

ボールコント

ロール 

パスゲーム（グ

ループ別学習） 

ウォーミングアップ 

 ①ブラジル体操 ②ストレッチ ③ボールコントロールドリル（トラップ、パス、パス＆ゴー） 
クラスマッチ 

試しのゲーム 

前時の振り返りと課題提示 

 

チームミーティング※他者との“対話” 

ゲーム チーム別練習 

チームミーティング※他者との“対話” 
ゲーム 

ゲーム 

まとめ  ①チームでの振り返り ②個人の振り返り※自己との“対話” 単元のまとめ 

評
価
計
画 

知・技 ○ ○   ○    ○ 

思･判･表    ○  ○ ○ ○  

態 ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○ 

方法 
ワークシート 

観察 
観察 観察 

ワークシート 

観察 
観察 ワークシート 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

観察 
観察 



【本単元で使用したワークシート】                     ※下記はＡ３表裏印刷で使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チーム攻撃データ記入用紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チーム攻撃データ資料】 



６ 実践を終えて 

(1) 教材について 

① 教材の工夫 

 ○ 図１のように、攻撃と守備を分け、制限時間内であれば何度でも攻撃を行うことができるようした。 

 ○ ゴールを３つ設置し、比較的容易に得点を取ることができるようにした。 

 ○ ドリブルを禁止し、空いたスペースへボールを持っていない選手が動かないと攻撃が展開できないようにし

た。 

 ○ 攻撃の人数を多くし、コートの中に自然にスペースが生まれるようにした。 

 ※ その他指導案３(3)①参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 教材の有効性及び課題 

 ○ 既存のサッカールールから大きく変更しながらも、ゴール型がもつ魅力や面白さである「相手守備を突破し、

得点を取ること」は失われていないため、参加した生徒たちは夢中になって取り組むことができた。 

 ○ ゴールが３つ設置されており、比較的容易に得点を取ることができるため、運動の苦手な生徒も攻撃（得点）

に関与し一緒になって喜ぶ姿が多く見られた。 

▲ ゴールが３つあることで、ゴール方向に蹴ったボールがそのまま入ってしまうシーンも見られ、スペースを

効果的に使って相手守備を突破しなくても得点を取れたチームは、ボールをもたない選手の動きへの意識が低

くなった。 

 ○ 攻撃終了後すぐにスタートラインに全員がもどって再度攻撃をし直すという動きは、ゴール型の特徴的な動

きでもある「攻守の切り替え」の動きと同じ。本単元の教材は、一方通行のゲームだが、双方向のゲームに発

展した場合でも、すばやく自陣に戻ることができることが予想される。 

 ○ ドリブルがないことにより、ボールを相手陣内に進めるためにパスをうまく使わなければいけない。つまり、

必然的にボールを持っていない選手がどう動くかが攻撃のキーワードとなる。また、ボール保持者も自然と顔

が上がり、ドリブルがある場合に比べ、プレー中に広い視野を確保することができ、コート内のスペースを認

識しやすくなる。 

 ▲ 攻撃が４人に対して、守備が２人、ゴールキーパーが１人という設定は、初めてサッカーを行う生徒にとっ

ては難しい状況だと感じた。攻撃人数が１人多いとはいえ、ある程度正確なボール操作が求められ、足でボー

ルを操作することがうまくできない生徒にとってみれば、容易なシチュエーションではない。単元の最初は、

楽にパスがつなぐことができたくさん得点を取ることができるように、守備を１人に設定してもよいと感じた。 

 ▲ 本単元では、通常のフットサルボールを使用したが、ボールの転がりが速く、また重さもあり、体力のある

生徒に対しては十分なボールだったが、そうでない生徒にとっては扱いにくいボールだったように感じる。 

 

 

 

ゴール 

図１ 本単元で用いた教材 

攻
撃
方
向 



(2) 学習指導及び評価について 

① 学習指導及び評価の工夫について 

 ○ ゲームを中心に単元を構成されていたため、生徒たちは常にゲームでの動きを意識して練習を行うことがで

きていた。また、ゲームの勝敗結果や各チームの攻撃データをもとに、自チームの課題を考えさせることがで

きていたため、教師が教えたい内容に生徒自身が課題意識をもって学習に臨んでいた。 

 ○ 振り返りワークシートには、毎時間学んだことを書き続ける場所があり、また必要に応じて個別に教師がフ

ィードバックを行ったことで、単元を進めるにつれ、生徒自身も自分の成長を実感することができていたよう

に感じる（図２）。このコメントは、決して毎時間す

べての生徒に書かなければいけないものではない。

単元の節目や次時で成長を促したい生徒だけでも

構わないものとした。 

 ○ 振り返りワークシートに、単元の目標（めざす具

体的な姿）が示されており、またそれを教師と生徒

が共有することができていたため、単元が進むにつ

れ、目標に迫る生徒の姿が多く見られた。 

 ○ 単元開始前に本単元で学ぶ内容をワークシート

に記述させ、単元終了後にもう一度同じことを記述

させた結果、図３のようになった。このことから授

業で学んだことが定着していることが分かるとと

もに、学んだことを十分に活用して表現しているこ

とができていると判断できる。さらに、運動の苦手

な生徒のまとめの記述からは、運動やスポーツの楽

しさを味わったことやこれからの生活の中でも積

極的にスポーツと関わろうとする等の記述も見ら

れた（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 毎時間の振り返りと教師のコメント 

図３ 単元前後に記入するワークシート 

単元開始前 単元終了後 

図４ 運動の苦手な生徒のまとめの記述 



② 運動の苦手な生徒への教師の関わりや手立てについて 

 ○ 重要なポイントは、板書や映像を使って分かりやすく指導することができていた。また、ゲーム中にも具体

的なアドバイスを送りながら、「できた」体験をまず積ませ、その後にその動きやできた理由を説明する等し

て理解を促すことができていた。 

 ▲ 本単元では、ボールを持たない動きに焦点をあてていたものの、ゲームをうまく行うためには、ある程度の

ボール操作技能が必要である。「インサイドキック」「トラップ」については、ある程度できるようになるため

の個別の支援が必要である。 

 ▲ 運動の苦手な生徒にとって、上からの映像資料がどの程度有効だったかの検証が必要である。話し合いの場

面では分かっているが、ゲームの中ではスペースを見つけることができない。自分の視野（実際見えている状

況）と上からの映像資料をつなげるための工夫が求められる。 

 


